


2ふくさき議会だより　第146号 

3月定例会  

平成30年度予算 5億6485万円 
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駅前団地の建替 
6億3600万円 

5階建て 30戸（うち集会所1戸） 

コミプラ統合 
8500万円 

長目地区のコミュニティプラントを 
公共下水道へ統合 

雨水幹線整備 
1億6580万円 

川すそ雨水幹線整備工事 ほか 

学校に空調設備導入へ 
500万円 

平成31年度の工事実施に向けて 
設計を委託 

給食センター民間委託 
6130万円 

調理・配送業務を民間委託 
委託先は株式会社 コーベフーズ 
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予算総額157億9700万円 予算総額157億9700万円 予算総額157億9700万円 
一般会計当初予算 90億1400万円 

　3月定例会は3月2日に招集され、26日ま
での25日間の会期で開きました。町長から
提出された平成29年度補正予算や平成30年
度予算などの議案について慎重に審議を行い、

その結果、すべて原案どおり可決しました。 
　一般質問は3月20日、3月23日に行われ、
6議員が町政全般にわたり質問しました。 
 

一 般 会 計  

会 　 計 　 名 　  

一 　 般 　 会 　 計 

国民健康保険事業 

後期高齢者医療事業 

介 護 保 険 事 業 

水　　道　　事　　業 

工 業 用 水 道 事 業 

下　水　道　事　業 

合　　　計　　　 

予　　算　　額　 

9 0億 1 4 0 0万円  

1 9億 7 8 3 0万円  

2億 5 3 6 0万円  

1 6億 4 3 5 0万円  

9億 1 1 0万円  

5 3 8 0万円  

1 9億 5 2 7 0万円  

1 5 7億 9 7 0 0万円  

増　減　額　 

3億1400万円 

△3億6370万円 

820万円 

△5610万円 

2億8520万円 

△240万円 

1億6960万円 

3億5480万円 

　増減率（%） 

3.6 

△15.5 

3 .3 

△3.3 

46 .3 

△4.3 

9 .5 

2 .3

前年度当初との比較 

特
別
会
計
 

平成30年度 各会計予算総括表 

平成30年度 
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・まちなか便の運行時間が1時間繰り上がります。 

・神戸医療福祉大学と連携し、大学のバスを活用することにより、
22時頃までの利用が可能となります。 

・川西便の運行日が毎日運行に変更となります。 

・川東便の運行日が週4日運行に変更となります。 

・市川町と連携することにより、市川町役場までの利用が可能
となり、神崎総合病院までのアクセス性が向上します。 

（週2日運行） 

・川東地区（八千種・大貫・東田原（加治谷、亀坪））で買い物バス
の運行が始まります。　　　　　　　　　　　（週2日運行）

巡回バス改編施策の概要（平成30年10月～） 

議
員 

　
英
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の

活
動
範
囲
に
変
更
は
あ
る
の
か
。 

 

教
育
長 

　
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、

平
成
32
年
度
か
ら
、
小
学
校
3
 

・
4
年
生
か
ら
英
語
教
育
が
始

ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
福

崎
町
で
は
2
年
先
駆
け
て
先
行

実
施
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
小

学
校
3
・
4
年
生
の
英
語
教
育

を
実
施
し
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
福
崎
町
の

英
語
教
育
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

　
巡
回
バ
ス
を
よ
り
利
用
し
や
す
く
役
立
つ
も
の
と

す
る
た
め
、
平
成
30
年
10
月
か
ら
大
幅
な
改
編
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
 

 
変
更
案
の
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
 

議
員
 

　
不
登
校
・
学
習
支
援
対
策
の

内
容
は
。
 

 学
校
教
育
課
長
 

　
不
登
校
相
談
員
（
の
ぞ
み
学

級
指
導
員
）
は
学
校
に
行
き
た

く
て
も
行
け
な
い
子
ど
も
が
学

校
以
外
の
所
で
勉
強
し
た
い
と

き
に
指
導
に
あ
た
る
指
導
員
で

す
。
 

　
不
登
校
児
童
・
生
徒
指
導
専

門
員
は
、
月
に
1
回
、
親
の
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ

に
お
招
き
し
て
い
る
講
師
の
先

生
で
す
。
 

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、

臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持
っ
て

お
り
、
生
徒
や
親
、
教
員
の
悩

み
を
聞
い
て
対
応
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
 

　
特
別
支
援
学
級
等
介
助
員
は
、

席
に
ず
っ
と
座
っ
て
い
ら
れ
な

い
よ
う
な
児
童
の
身
辺
の
介
助

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
 

　
学
習
支
援
員
は
、
教
員
免
許

を
持
っ
た
者
が
教
員
と
一
緒
に

授
業
に
入
り
、
児
童
の
学
習
の

支
援
・
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
 

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
は
、
児
童
を
中
心
に
し
て
、

保
護
者
、
地
域
な
ど
の
環
境
を

把
握
し
て
必
要
な
相
談
機
関
に

つ
な
ぐ
こ
と
を
主
な
仕
事
に
し

て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
2

名
に
拡
充
し
ま
す
。
 

議
員
 

　
学
校
施
設
空
調
設
備
設
計
委

託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

対
象
範
囲
や
規
模
は
。
 

 学
校
教
育
課
長
 

　
各
小
学
校
1
・
2
年
生
と
各

中
学
校
3
年
生
の
教
室
が
対
象

で
す
。
今
回
は
設
計
を
委
託
し
、

工
事
は
平
成
31
年
度
に
実
施
す

る
予
定
で
す
。
 

 議
員
 

　
将
来
的
に
全
学
年
整
備
を
目

指
す
な
ら
、
そ
の
都
度
設
計
す

る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
準
備

は
し
て
お
い
た
方
が
い
い
の
で

は
。
 

 学
校
教
育
課
長
 

　
当
然
、
配
慮
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
各
校
舎
と
も
経
年
劣

化
が
み
ら
れ
ま
す
の
で
、
長
寿

命
化
改
良
事
業
で
全
体
的
に
実

施
す
べ
き
か
ど
う
か
を
含
め
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
6
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4
億
6
 

6
0
0
万
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
84
億
5
7
4
0
万
円

と
し
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
 

　
増
額
の
主
な
も
の
は
、
認
定
こ
ど
も
園
費
で
保
育
士
の
処
遇
改
善
等

加
算
の
増
額
、
町
道
大
貫
山
田
線
の
冠
水
対
策
と
し
て
、
水
路
整
備
事

業
等
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
る
増
額
で
す
。
減
額
の
主
な
も
の
は
、
福

崎
駅
周
辺
整
備
や
、
そ
の
他
の
道
路
橋
梁
関
係
の
事
業
費
確
定
に
よ
る

減
額
、
下
水
道
事
業
へ
の
繰
り
出
し
の
減
額
等
で
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
中
に
完
了
し
な
い
事
業
は
平
成
30
年
度
に
繰
り

越
し
ま
す
。
 福崎駅周辺整備事業 

町道大貫山田線冠水対策事業 

農地農業用施設災害復旧事業 

西大貫地区治山事業 

公共土木施設災害復旧事業 

6億160万円 

6000万円 

3370万円 

760万円 

250万円 

 

事 業 名  金 額  

繰越明許費  

豆 識 知 

繰越明許費とは… 

　経費の性質や予算成立後のなんら
かの理由で、その年度内に支出を終
わらない見込があるものについて、
議会の議決を得て翌年度に限り繰り
越して使用できるようにする予算。 

議
員
 

　
第
5
段
階
（
基
準
額
）
以
上
の
保
険

料
の
伸
び
率
が
高
い
よ
う
に
思
う
が
。
 

 健
康
福
祉
課
長
 

　
給
付
費
が
伸
び
続
け
て
い
る
こ
と
が

一
番
の
原
因
で
す
。
以
前
と
同
じ
よ
う

に
10
段
階
に
設
定
し
、
各
所
得
金
額
に

応
じ
た
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
 

 議
員
 

　
介
護
や
国
保
で
負
担
が
増
し
て
い
る
。

軽
減
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
 

 町
長
 

　
委
員
会
等
で
も
報
告
を
し
て
い
ま
す

が
、
親
し
ん
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
す
こ
と
は
高
齢
者
の
元
気
の
源
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
、
保
険
給

付
費
を
少
し
で
も
減
ら
す
よ
う
、
地
域

に
合
っ
た
生
活
実
態
に
近
い
形
の
中
で

検
討
を
加
え
て
い
き
ま
す
。
た
だ
、
国

が
法
律
を
作
り
、
実
践
す
る
と
な
る
と

地
方
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
部
分
に
つ

い
て
は
、
自
治
体
の
財
政
事
情
も
あ
り
、

限
度
が
あ
り
ま
す
。
国
に
検
討
を
加
え

て
い
た
だ
き
、
財
源
捻
出
を
お
願
い
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
は
、

財
政
調
整
基
金
等
を
使
い
な
が
ら
、
議

会
と
協
議
し
、
検
討
を
加
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
の
改
正
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
65
歳
以

上
の
第
1
号
被
保
険
者
の
保
険
料
に
関
す
る
改
正
と
、
第
2
号
被
保

険
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
）
の
配
偶
者
や
そ
の
世
帯
員
に
対
し
て
、

第
1
号
被
保
険
者
と
同
様
に
文
書
の
提
出
や
提
示
等
に
従
わ
な
い
場

合
に
過
料
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
改
正
で
す
。
 

　
こ
の
条
例
は
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。
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注1　「〇」は出席です。 
注2　高井議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。また、総務文教常任委員会以外の委員会には 
　　オブザーバーとして出席します。 
注3　委員会の出欠については所属する委員のみ表示しており、「－」の委員は出席の必要はありません。 
 

本会議1日目（3月2日） 
本会議2日目（3月6日） 
予算審査特別委員会1日目（3月7日） 
予算審査特別委員会2日目（3月8日） 
予算審査特別委員会3日目（3月12日） 
総務文教常任委員会（3月13日） 
民生まちづくり常任委員会（3月14日） 
福崎駅周辺整備対策特別委員会（3月15日） 
本会議3日目（3月20日） 
本会議4日目（3月23日） 
本会議5日目（3月26日） 

高
井
國
年
 

城
谷
英
之
 

石
野
光
市
 

小
林
　
博
 

冨
田
昭
市
 

牛
尾
雅
一
 

山
口
　
純
 

木
村
い
づ
み
 

河
嶋
重
一
郎
 

前
川
裕
量
 

北
山
孝
彦
 

三
輪
一
朝
 

柴
田
幹
夫
 

松
岡
秀
人
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

◎ 
 
◎ 

◎ 
 
◎ 

◎ 
 
◎ 

◎ 
 
◎ 

◎ 
 
◎ 

◎ 
 
◎ 

 
● 
◎ 

◎ 
 
◎ 

◎ 
 
◎ 

◎ 
 
◎ 

 
● 
 
● 

 
● 
 
● 

◎ 
 
◎ 

－ 
－ 
－ 
－ 

議席番号・議員名 

会 議 名  

賛成 

反対 

賛成 

反対 

10 

3 

11 

2

平成30年度福崎町国民健康保険 
事業特別会計予算について 
「2025日本万国博覧会」の 
大阪・関西誘致に対する決議 

出
席
の
状
況
 

採
決
の
結
果
 

 

●定例会の出席状況および賛否の分かれた議案● 

平成30年度 福崎町国民健康保険事業特別会計予算 

　国民健康保険は国民
皆保険の基本であり法
でも社会保障としてい
る。高齢化や無職、非
正規雇用など低所得層
が多い。病気になる率
も高く、社会保障とし
ての役割がますます大
きくなっている。都道
府県営化は助け合い事 

業にするものです。福崎町は、健康作りの努
力を重ね、1人当たり医療費は県下でも低く、
結果として保険税も低い水準となっている。
増税は納得できません。国は初年度からの増
税にならぬようにとの表明をし、自治体の自
主的な施策を認めました。本予算では1世帯
あたり、約15000円の増税となっています。
福崎町の場合、年間所得100万円以下が約
70％です。負担能力は限界に来ている。増
税中止を求め反対討論とします。 

　国民健康保険事業は、
国民皆保険体制の基礎と
なる社会保障制度であり、
高齢者や低所得者層を多
く抱えています。この状
況で、制度改正による急
激な負担増は避けなけれ
ばなりません。 
　予算では、基金を活用
し負担緩和を図る、とい
う方向が示されています。 
一般会計繰入増の提案もありましたが、町全体
で使える財源が決まっているなかで税金を投入
することは、他の事業への影響や国保に加入さ
れていない方との公平性の観点から、慎重に議
論すべきと考えます。 
　税率設定の際は、負担増について十分配慮・
説明し、慎重に取り組んでいただくことに期待
をいたしまして、賛成討論とします。 

前 川 裕 量  小 林 　 博  
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「2025日本万国博覧会」の大阪・関西誘致に対する決議（概要） 

注1　「〇」は出席、「欠」は欠席です。 
注2　高井議長は、オブザーバーとして出席します。 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
－ 

○ 
欠 
○ 
○ 
－ 

○ 
○ 
○ 
○ 
－ 

○ 
○ 
○ 
○ 
－ 

－ 
○ 
○ 
○ 
－ 

議員名 

開催日 

●議会広報常任委員会● 
石
野
光
市
 

柴
田
幹
夫
 

北
山
孝
彦
 

木
村
い
づ
み
 

松
岡
秀
人
 

三
輪
一
朝
 

高
井
國
年
 

　3　月26日 
　4　月　3　日 
　4　月16日 
　4　月19日 
　4　月24日 

○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

議員名 

開催日 

●議会運営委員会● 
河
嶋
重
一
郎
 

山
口
　
純
 

牛
尾
雅
一
 

小
林
　
博
 

冨
田
昭
市
 

前
川
裕
量
 

高
井
國
年
 

　2　月　8　日 
　2　月23日 
　4　月　6　日 

　国際博覧会の開催は産業振興や観光文化
交流等を促進し、新たな観光や産業のイノ
ベーションが期待できるなど、大きな経済
効果をもたらすとともに、全世界に向けて
大阪・関西の存在感を示す絶好の機会にも
なり、地域の振興や住民生活の向上にも寄

与することが期待できる。よって、大阪・
関西における国際博覧会の開催を支持する
とともに、誘致実現に向けた国内機運の醸
成など、必要な取り組みを関係機関と積極
的に推進するものとする。 

　日本共産党は、
世界の課題や解
決方法を提言し、
交流しようとす
る万博の理念そ
のものに反対し
ているのではあ
りません。 
　反対理由の第
１は、この万博
構想が大阪の人
工島「夢洲」で
カジノを万博と 

セットで誘致しようとしていることです。万
博終了後もカジノを含む統合型リゾート地と
して存続させるとしています。カジノによる
ギャンブル依存症の拡大などで、経済効果よ
りも経済損失がはるかに大きいとの試算もあ
ります。 
　第2は、会場予定地が大阪湾の埋立地で、
地震が起きれば液状化し、津波に飲み込まれ
る恐れがあると専門家が警鐘をならしている
ことです。 
　第3は、費用と財源問題です。会場建設費、
運営費、必要な用地、鉄道等の整備事業費や
入場者数の積算根拠が明確でないことです。 

石 野 光 市  

　万国博覧会は、
人類が抱える地
球規模の課題に
対して世界から
の知恵を集め、
世界と日本の平
和的発展に大き
く寄与すること
が期待されてい
ます。 
　2025大阪万
博は、「いのち
輝く未来社会の 
デザイン」をテーマとし、日本・関西・大阪
で開催する意義として、未来社会で鍵となる
科学・技術力、自然災害を乗り越え、自然と
共生した持続可能な社会を提示していること
が挙げられています。 
　また、2020年東京オリンピック・パラリ
ンピック、2021年ワールドマスターズゲー
ムズ関西などの国際的な大会の理念と成果が、
2025日本万国博覧会に引き継がれ、関西・
日本の更なる発展につながることがおおいに
期待されています。 
　よって、「2025日本万国博覧会」の大阪・ 
関西誘致に対する決議について、賛成すべき
と考えます。 

山 口 　 純  
ゆめしま 
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3月定例会  

議案等番号 件　　　　　　名  

報告第 1 号 

報告第 2 号 

報告第 3 号 

議案第 1 号 

議案第 2 号 

議案第 3 号 

議案第 4 号 

議案第 5 号 

議案第 6 号 

議案第 7 号 

議案第 8 号 

議案第 9 号 

議案第10号 

議案第11号 

議案第12号 

議案第13号 

議案第14号 

議案第15号 

議案第16号 

議案第17号 

議案第18号 

議案第19号 

議案第20号 

議案第21号 

議案第22号 

 

決議第 1 号 

 

議会の委任による専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 

議会の委任による専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 

議会の委任による専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 

専決処分の承認を求めること（平成29年度 福崎町一般会計補正予算（第5号）） 

市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の承認 

福崎町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

福崎町介護保険条例の一部を改正する条例 

第7期福崎町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画の策定 

福崎町子ども・子育て支援事業計画の見直し 

平成29年度 福崎町一般会計補正予算（第6号） 

平成29年度 福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号） 

平成29年度 福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第3号） 

平成29年度 福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第4号） 

平成29年度 福崎町水道事業会計補正予算（第3号） 

平成29年度 福崎町下水道事業会計補正予算（第3号） 

平成30年度 福崎町一般会計予算 

平成30年度 福崎町国民健康保険事業特別会計予算 

平成30年度 福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算 

平成30年度 福崎町介護保険事業特別会計予算 

平成30年度 福崎町水道事業会計予算 

平成30年度 福崎町工業用水道事業会計予算 

平成30年度 福崎町下水道事業会計予算 

福崎町道路線の廃止及び認定 

教育長の任命 

 

「2025日本万国博覧会」の大阪・関西誘致に対する決議 

審議結果 

 

 

 

賛成全員  承認 

賛成全員  同意 

 

 

 

 

 

 
賛成全員  可決

 

 

 

 

 

 

賛成多数  可決 

 

 

 
賛成全員  可決

 

 

 

賛成全員  同意 

 

賛成多数  可決 

（町長提案分） 

（委員会提案分） 

第477回福崎町議会定例会提出議案と審議結果 

議案等番号 件　　　　　　名 

「報告」は質疑を 

　行いますが、 

　討論・採決は 

　ありません 
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総務文教常任委員会  

里帰り出産に伴う一時預かり事業 
認定こども園で開始 
里帰り出産に伴う一時預かり事業 
認定こども園で開始 
里帰り出産に伴う一時預かり事業 
認定こども園で開始 
　一時預かり事業は、保護者が勤務や傷病、育児に伴う心理的・肉体的負担により
一時的に保育を必要とされる場合などに利用できます。 
　平成30年4月1日から、町外に在住している乳児または幼児で、保護者の里帰り
出産により町内で生活している場合も利用できるようになります。 

　ＰＴＡからの要望により、福崎西中に6台、 
福崎東中に9台のストーブが設置されました。 
　事故が起こらないように各学校で使用規定を
作り、全生徒に指導、徹底させるとの報告があ
りました。 

中学校にストーブを設置 

　女の子の健やかな成長を願う雛人形展が開催
されました。町民の皆様から出品いただき三木
家を華やかにしました。のべ1574人の方が
ご来場されました。 

三木家住宅で「わが家の雛人形展」 

　フェンスの補修工事を追加し、人工芝改設工
事が完成しました。2月1日から供用を開始し
ました。 

スポーツ公園テニスコート完成 

委
員
長
　
木
村
い
づ
み
 

副
委
員
長
　
石
野
　
光
市
 

委
　
　
員
　
牛
尾
　
雅
一
 

委
　
　
員
　
城
谷
　
英
之
 

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝
 

●閉会中の委員会出席状況● 

1月23日 
2月20日 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

木
村
い
づ
み
 

石
野
光
市
 

牛
尾
雅
一
 

城
谷
英
之
 

高
井
國
年
 

松
岡
秀
人
 

三
輪
一
朝
 

議 員 名  
開 催 日  

注　「〇」は出席です。 

テニスコートＡ・Ｂ 

テニスコートＣ・Ｄ 
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民生まちづくり常任委員会  

基 本 理 念  

福崎妖怪ベンチウォーキングマップ 

（１）地域包括ケアシステムの深化・推進 
　　・自立支援・重度化防止 
　　・医療・介護の連携の推進等 
　　・地域共生社会の実現に向けた取組の推進 
 
（２）持続可能性の確保 
　　・利用者負担の見直し 
　　・高額介護サービスの見直し 
　　・費用負担の見直し 

第7期制度改正の主な内容 

第7期 福崎町ゴールドサルビアプラン 
を策定 
第7期 福崎町ゴールドサルビアプラン 
を策定 
第7期 福崎町ゴールドサルビアプラン 
を策定 

委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

委
　
　
員
　
河
嶋
重
一
郎
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
小
林
　
　
博
 

委
　
　
員
　
柴
田
　
幹
夫
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

●閉会中の委員会出席状況● 

1月24日 
2月21日 

注1　「〇」は出席です。 
注2　高井議長は、オブザーバーとして出席します。 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

前
川
裕
量
 

山
口
　
純
 

河
嶋
重
一
郎
 

北
山
孝
彦
 

小
林
　
博
 

柴
田
幹
夫
 

冨
田
昭
市
 

高
井
國
年
 

議 員 名  
開 催 日  

　
福
崎
町
内
の
店
舗
等
に
妖
怪
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
は
職
員
が

作
っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
観
光
客
の
増

加
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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福崎駅周辺整備対策特別委員会  

駅前幹線道路　 
供用開始に向けて工事加速 
駅前幹線道路　 
供用開始に向けて工事加速 
駅前幹線道路　 
供用開始に向けて工事加速 

　福崎駅前の工事の進捗に伴い、平成30年
3月から仮道路での通行となっていますが、 
平成30年6月1日に当初の計画道路が供用
開始される予定であるとの報告を受けまし 
た。 

　工事が進むにつれて、徐々に新しい駅前
の姿が現れています。また、それに伴い多
くの意見や要望も出てきています。委員会
としても状況把握に努め、よりよい駅前と
なるよう尽力していきます。 

　駅前地区にみなと銀行の新店舗がオープンし
ました。また、すでに三福や北山精肉店、フォ
トショップカワモト、愛ケア・サービスなども
新店舗が開業しています。 
　今後とも駅前地区にさらなるにぎわいをもた
らしてくれることを期待します。 

みなと銀行新店舗開業 

　福崎駅周辺整備の参考とするため、播磨町（Ｊ
Ｒ土山駅）を行政視察しました。先進地を参考
にしつつ、駅前のにぎわい作りや利便性などの
課題の解決に向けて努力していきます。 

行 政 視 察 報 告  

視察風景（JR土山駅前の商業施設） みなと銀行 
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一般質問  

「一般質問」は、公の場である議会で、行政全般について町長の考え方
や町政をただし、また、議員自らも政策提言を行い、政治姿勢を明らか
にする大切な場です。質問をする議員は、町長に事前に質問内容を通告
し、議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した議員が
原稿を起こし、「議会だより」に掲載しています。 

①福崎町第5次総合計画について 

②集落営農組織の経営力強化について 

③本町の公園について 

 

 
 

①獣害対策について 

②子ども議会とその後について 

 

 

 
 

①定住促進について 

②昼間人口（交流人口）増の施策について 

③観光振興について 

④教育環境について 

 

①仮想通貨について 

②学校での心肺蘇生教育の普及・促進
　について 

③所有者不明の土地について 

④就学援助の取組について 

⑤バリアフリー化について  

①学童保育園について 

②生活保護見直しによる影響と就学援
　助について 

③役場駐車場について 

④ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）
　について 

⑤三木家の活用について  

①福崎駅前周辺整備と今後の街づくり
　について 

②国保問題について 

③農業問題について 

④交通安全対策について 

⑤教育施設整備について 

三輪一朝 

河嶋重一郎 

牛尾雅一 

冨田昭市 

石野光市 

小林　博 

第477回定例会  一般質問 

一般質問 
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一般質問  

後
期
第
5
次
総
合
計
画
を
磨
き
進
化
さ
せ
る
の
か
 

　
調
整
区
域
の
規
制
の
緩
和
や
、
新
た
な
工
業
団
地
を
取
り
組
み
た
い
 

三 輪 一 朝  

集
落
営
農
組
織
の
経
営
力
強
化

集
落
営
農
組
織
の
経
営
力
強
化 

集
落
営
農
組
織
の
経
営
力
強
化 

問
　
本
町
域
に
あ
る
集
落

営
農
組
織
の
多
く
は
、
農

業
経
営
力
が
発
展
途
上
に

あ
っ
て
、
収
入
の
５
割
以

上
を
占
め
る
補
助
金
頼
み

の
収
益
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
本
年
度
か
ら
10
ａ
当

り
7
5
0
0
円
の
直
接
支

払
交
付
金
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
か
ら
も
農
業
経
営
力

強
化
が
急
務
で
あ
る
。
よ

っ
て
利
益
最
大
化
を
は
じ

め
と
し
た
経
営
手
法
の
高

度
化
、
広
範
囲
で
専
門
的

に
学
習
す
る
場
の
必
要
性

・
有
用
性
を
ど
う
認
識
し

て
い
る
の
か
。
 

 　農
林
振
興
課
長
 

　
町
は
学
習
、
研
修
の
必

要
性
を
認
識
し
、
経
営
の

効
率
化
を
図
る
研
修
や
組

織
間
の
情
報
交
換
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
県
な
ど
が
主
催
す

る
研
修
も
都
度
、
周
知
す

る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
 

 問
　
営
農
組
織
間
の
合
併

に
つ
い
て
研
究
、
推
進
す

る
必
要
性
、
時
期
は
ど
う

か
。
 

 　農
林
振
興
課
長
 

 
す
で
に
桜
、
長
野
、
神

谷
の
3
集
落
間
で
広
域
連

携
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

問
　
本
町
の
都
市
公
園
条

例
は
町
民
一
人
当
た
り
の

整
備
基
準
面
積
を
定
め
て

い
る
が
現
状
は
ど
う
か
？

県
内
他
の
自
治
体
の
状
況

は
ど
う
か
。
 

 　ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
ふ
れ

あ
い
公
園
な
ど
を
含
め
る

と
条
例
で
は
1
人
当
た
り

10
㎡
の
標
準
に
対
し
7.3
㎡
。

市
街
地
で
は
1
人
当
た
り

5
㎡
の
標
準
に
対
し
4.5
㎡

で
、
標
準
を
充
足
し
て
い

ま
せ
ん
。
 

　
都
市
公
園
の
み
で
は
、

県
下
平
均
12.7
㎡
に
対
し
、

本
町
は
1.9
㎡
で
、
都
市
公

園
の
な
い
自
治
体
を
除
く

と
丹
波
市
、
朝
来
市
に
次

い
で
低
い
水
準
で
す
。
 

 問
　
公
園
、
緑
地
の
整
備

拡
充
は
緑
の
基
本
計
画
に

基
づ
く
と
あ
る
が
、
整
備

状
況
は
ど
う
か
。
 

 　ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
平
成
8
年
に
緑
の
基
本

計
画
が
制
定
さ
れ
、
1
人

当
た
り
17
㎡
が
目
標
で
す

が
、
財
政
上
厳
し
い
こ
と

も
あ
り
進
展
し
て
い
ま
せ

ん
。
 

公
園
公
園 

公
園 

問
　
本
町
の
総
合
計
画
で

平
成
31
年
度
か
ら
5
年
間

の
後
期
基
本
計
画
の
進
め

方
は
近
年
、
特
に
住
民
と

の
協
働
に
よ
る
行
政
運
営

の
重
要
性
が
う
た
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
住
民
、

企
業
な
ど
に
実
現
に
向
け

計
画
の
遂
行
に
一
定
の
役

割
と
責
任
を
求
め
る
方
法

と
す
る
の
か
。
 

 　町
長
 

　
町
民
の
参
画
と
協
働
や
、

町
民
主
体
の
自
律（
立
）の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
計
画
の
遂
行
に

住
民
の
一
定
の
役
割
と
責

任
を
求
め
る
方
法
と
は
な

か
な
か
な
り
に
く
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
 

 問
　
後
期
基
本
計
画
で
は

町
の
取
り
組
み
に
磨
き
進

化
さ
せ
る
方
向
性
は
加
わ

る
の
か
。
 

 　町
長
 

　
新
た
な
工
業
団
地
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
調
整

区
域
の
規
制
の
緩
和
を
求

め
て
い
き
た
い
。
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
・
介
護
保
険
に
住
民
意

見
を
盛
り
込
み
た
い
。
 

総合計画とは 
　町全体の総合的かつ効率的な行財政
の運営を図るための基本となるもので、
まちの将来像と計画実現に向けた施策
および施策の進め方を示すもの。 

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

前期基本計画（5年間） 

後期基本計画（5年間） 

基本構想（10年間） 

見直し 

計画の構成と期間（抜粋） （年度） 
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一般質問  

河 嶋 重 一 郎  

獣
害
対
策

獣
害
対
策 

獣
害
対
策 

子ども議会とその後について 

　春日ふれあい会館を 
　特産もち麦の加工所として整備しました 

問
　
子
ど
も
議
会
で
の
質

問
に
対
す
る
そ
の
後
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

 　副
町
長
 

　
そ
の
後
の
状
況
で
変
化

の
あ
っ
た
も
の
の
中
で
、

主
だ
っ
た
も
の
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。
 

　
1
点
目
は
も
ち
麦
に
つ

い
て
で
す
。
も
ち
麦
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
拡
充
し
、
連
続

講
座
を
例
年
1
回
の
と
こ

ろ
を
平
成
29
年
度
は
5
回

開
催
し
ま
し
た
。
 

　
2
点
目
は
学
校
施
設
の

ク
ー
ラ
ー
の
要
望
で
す
。
 

平
成
30
年
度
予
算
で
小
学

校
1
、
2
年
生
と
中
学
3

年
生
の
教
室
を
対
象
に
学

校
施
設
空
調
設
備
設
計
委

託
料
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
3
点
目
は
交
通
安
全
 

（
信
号
機
の
設
置
、
歩
道

の
整
備
）
で
す
。
福
崎
町

通
学
路
安
全
推
進
会
議
で

検
討
を
行
い
ま
す
。
ま
た

必
要
に
応
じ
て
現
地
調
査

を
実
施
し
、
調
査
等
に
よ

り
明
ら
か
に
な
っ
た
対
策

が
必
要
な
所
に
つ
い
て
は

対
応
し
て
い
ま
す
。
信
号

機
の
設
置
は
区
長
会
等
か

ら
の
要
望
も
含
め
町
内

11
カ
所
を
福
崎
警
察
署
に

要
望
し
て
い
ま
す
。
歩
道

に
つ
い
て
は
県
道
三
木
宍

粟
線
、
東
大
貫
地
区
で
事

業
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ

こ
が
完
了
し
ま
す
と
幅
広

路
肩
整
備
で
、
西
谷
地
区

が
計
画
に
は
上
が
っ
て
い

ま
す
。
 

　
4
点
目
は
、
福
崎
駅
周

辺
の
商
業
施
設
整
備
で
す
。

平
成
29
年
6
月
議
会
で
財

産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償

貸
付
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

定
め
、
商
業
施
設
用
地
を

減
額
譲
渡
や
減
額
貸
付
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
食
品

ス
ー
パ
ー
等
の
誘
致
の
た

め
の
優
遇
策
を
と
っ
て
い

ま
す
。
 

　
5
点
目
は
、
災
害
対
策

に
つ
い
て
で
す
。
県
営
の

危
険
た
め
池
対
応
と
し
て
、
 

（
桜
）上
池
が
工
事
中
で
、

板
坂
の
三
谷
池
は
詳
細
設

計
を
行
い
ま
す
。
ま
た
第

1
体
育
館
東
に
防
災
備
蓄

倉
庫
（
平
成
29
年
3
月
）

を
設
置
し
ま
し
た
。
 

　
6
点
目
は
、
観
光
振
興

に
つ
い
て
で
す
。
　
川
界

隈
整
備
の
中
で
平
成
30
年

3
月
1
日
に
開
業
し
た
ま

ち
づ
く
り
拠
点
タ
ケ
ム
ラ

を
核
と
し
て
神
戸
新
聞
、

一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
、

福
崎
町
が
連
携
し
て
駅
前

か
ら
　
川
界
隈
ま
で
の
導

線
を
見
据
え
な
が
ら
町
全

体
の
観
光
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
 

問
　
イ
ノ
シ
シ
が
人
里
近

く
へ
出
没
し
て
い
る
。
人

身
事
故
防
止
と
住
民
の
安

全
安
心
の
た
め
、
今
後
の

対
応
対
策
は
。
 

 　農
林
振
興
課
長
 

　
集
落
の
放
送
に
よ
り
注

意
喚
起
を
促
す
と
と
も
に
、

猟
友
会
へ
の
捕
獲
依
頼
を

行
い
そ
の
他
出
没
が
懸
念

さ
れ
る
時
期
を
見
計
ら
っ

て
鳥
獣
対
策
を
広
報
に
掲

載
し
対
応
対
策
を
行
い
ま

す
。
 

問
　
最
近
、
ア
ナ
グ
マ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
が
増
え
て
い

る
と
思
う
が
、
ア
ラ
イ
グ

マ
と
同
じ
有
害
捕
獲
許
可

が
出
せ
な
い
か
。
 

 　農
林
振
興
課
長
 

　
ア
ラ
イ
グ
マ
と
同
様
に

は
対
応
で
き
ま
せ
ん
が
、

被
害
と
生
息
の
確
認
資
料

が
あ
れ
ば
許
可
が
で
き
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

ハクビシン 

アナグマ 



16ふくさき議会だより　第146号 

一般質問  

工
業
団
地
拡
張
で
雇
用
確
保
・
定
住
人
口
増
を
 

　
要
望
が
強
い
た
め
民
間
開
発
の
誘
導
を
図
っ
て
い
き
ま
す
 

牛 尾 雅 一  

問
　
福
崎
町
の
道
の
駅
構

想
の
進
捗
状
況
は
。
 

 　地
域
振
興
課
長
 

　
今
回
、
当
町
に
お
い
て

二
つ
の
観
光
交
流
セ
ン
タ

ー
を
整
備
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
一
つ
に
道
の
駅
と
し

て
の
機
能
を
持
た
せ
活
用

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

 問
　
交
通
量
の
多
い
県
道

三
木
宍
粟
線
沿
い
に
道
の
 

駅
を
作
る
こ
と
が
町
の
活

性
化
の
た
め
に
必
要
と
考

え
る
が
、
今
回
建
設
さ
れ

る
交
流
セ
ン
タ
ー
の
完
成

時
期
は
。
 

 　地
域
振
興
課
長
 

　
平
成
30
年
度
の
早
い
時

期
で
の
工
事
着
手
を
予
定

し
て
お
り
、
早
期
の
供
用

開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 問

　
中
学
校
で
の
部
活
動

の
指
導
が
先
生
の
多
忙
化

の
一
因
で
も
あ
る
と
考
え

る
。
地
域
の
外
部
人
材
を

顧
問
に
登
用
す
る
制
度
の

導
入
は
。
 

 　教
育
長
 

　
学
校
か
ら
要
望
が
あ
れ

ば
考
え
て
い
き
た
い
。
 

道
の
駅
は

道
の
駅
は 

道
の
駅
は 

部
活
動
に
つ
い
て

部
活
動
に
つ
い
て 

部
活
動
に
つ
い
て 

問
　
全
国
的
に
人
口
減
少

が
進
む
中
、
福
崎
町
の
人

口
減
を
食
い
止
め
る
に
は

若
者
世
代
の
定
住
が
必
要

で
あ
る
。
雇
用
確
保
の
た

め
、
企
業
か
ら
も
要
望
が

あ
る
工
業
団
地
の
拡
張
を

推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。
 

 　ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
西
部
工
業
団
地
は
企
業

の
工
場
建
て
替
え
や
拡
張

の
要
望
が
強
い
た
め
、
国

の
官
民
連
携
基
盤
整
備
推

進
事
業
を
活
用
し
、
各
種

の
調
査
を
行
い
民
間
開
発

の
誘
導
を
図
り
ま
す
。
東

部
工
業
団
地
も
拡
大
の
要

望
が
あ
り
、
農
振
除
外
の

手
続
き
か
ら
進
め
ま
す
。
 

 問
　
福
崎
町
は
先
人
の
努

力
で
現
在
の
工
業
団
地
が

存
在
し
、
町
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
私
た
ち
の
時
代

で
次
の
工
業
団
地
政
策
を

考
え
、
魅
力
あ
る
工
業
団

地
作
り
に
常
に
前
向
き
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
 

 　町
長
 

　
町
内
に
お
い
て
交
通
渋

滞
が
発
生
し
て
お
り
、
ま

ず
は
渋
滞
の
解
消
を
図
っ

て
か
ら
、
民
間
の
力
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
ま
た

町
が
企
業
会
計
を
設
け
て

開
発
す
る
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
考
え
て
い

き
ま
す
。
 

拡張が待たれる東部・西部工業団地 

開発が待たれる北野区　岡 

東部工業団地 

西部工業団地 



17 ふくさき議会だより　第146号 

一般質問  

冨 田 昭 市  

仮
想
通
貨

仮
想
通
貨 

仮
想
通
貨 

所有者不明土地の解明を 

　調査を続行します 

問
　
調
査
で
判
明
し
た
所

有
者
不
明
の
土
地
は
山
林

な
の
か
、
田
畑
な
の
か
、

そ
れ
と
も
住
宅
地
な
の
か
、

不
明
土
地
の
発
生
の
件
数

と
予
防
の
整
備
は
進
め
ら

れ
て
い
る
の
か
。
 

 　農
林
振
興
課
長
 

　
平
成
20
年
度
か
ら
山
林

の
地
籍
調
査
に
お
き
ま
し

て
所
有
者
不
明
の
土
地
は

22
件
あ
り
、
関
係
機
関
に

問
い
合
わ
せ
調
査
を
し
て

い
ま
す
が
、
所
有
者
の
確

認
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
 

就
学
援
助

就
学
援
助 

就
学
援
助 

問
　
小
・
中
学
生
の
新
入

学
時
に
経
済
的
に
就
学
が

困
難
な
世
帯
に
向
け
た
就

学
援
助
費
に
つ
い
て
は
、
 

こ
れ
ま
で
入
学
し
て
か
ら

支
給
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
 

今
後
、
入
学
前
に
支
給
す

る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。
 

 　学
校
教
育
課
長
 

　
こ
れ
ま
で
は
入
学
後
に

支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
31
年
度
か
ら
は
入
学

前
に
支
給
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
 

バ
リ
ア
フ
リ
ー

バ
リ
ア
フ
リ
ー 

バ
リ
ア
フ
リ
ー 

問
　
急
速
に
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
新
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
の
施
行
か
ら
10
年

が
経
過
し
た
。
本
町
の
基

本
構
想
の
作
成
は
。
 

 　ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
本
町
で
は
現
在
の
と
こ

ろ
計
画
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
 

問
　
法
定
通
貨
と
は
異
な

り
国
家
や
中
央
銀
行
に
よ

る
裏
付
け
は
な
く
、
交
換

業
者
が
不
正
な
ハ
ッ
キ
ン

グ
攻
撃
を
受
け
る
と
預
け

て
い
る
財
産
が
戻
っ
て
こ

な
い
可
能
性
が
あ
る
が
、

行
政
の
認
識
を
伺
う
。
 

 　地
域
振
興
課
長
 

　
仮
想
通
貨
の
安
全
管
理

に
対
し
ま
し
て
は
、
金
融

庁
、
消
費
者
庁
、
そ
れ
に

警
察
庁
で
安
全
の
た
め
の

対
策
を
定
め
て
い
ま
す
。
 

 問
　
仮
想
通
貨
は
決
し
て

通
貨
で
は
な
く
、
日
本
銀

行
で
は
仮
想
資
産
と
表
現

し
て
い
る
。
 

　
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
仮

想
通
貨
が
急
増
し
た
の
か

当
局
の
考
え
を
問
う
。
 

 　地
域
振
興
課
長
 

　
仮
想
通
貨
と
法
定
通
貨

を
交
換
す
る
交
換
業
が
登

場
し
た
こ
と
で
利
用
が
容

易
に
な
っ
た
こ
と
や
投
機

目
的
で
保
有
す
る
人
が
増

え
た
こ
と
が
原
因
だ
と
考

え
ま
す
。
 

心
肺
蘇
生
教
育

心
肺
蘇
生
教
育 

心
肺
蘇
生
教
育 

問
　
突
然
の
心
肺
停
止
か

ら
命
を
救
う
た
め
に
は
心

肺
蘇
生
A
E
D
の
知
識
と

技
能
を
体
系
的
に
普
及
す

る
必
要
が
あ
り
、
学
校
で

の
心
肺
蘇
生
教
育
は
そ
の

柱
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、

当
局
の
実
態
を
伺
う
。
 

 　学
校
教
育
課
長
 

　
現
在
、
小
学
校
で
は
資

料
に
よ
る
授
業
を
し
て
い

ま
す
。
中
学
校
で
は
指
導

要
領
に
基
づ
き
訓
練
を
含

め
た
心
肺
蘇
生
教
育
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

 問
　
A
E
D
に
関
す
る
教

育
の
普
及
を
進
め
る
こ
と

は
大
切
で
あ
る
。
現
在
、

小
・
中
学
校
に
お
け
る
A
 

E
D
の
設
置
状
況
、
さ
ら

に
教
職
員
へ
の
講
習
実
施

状
況
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。
 

 　学
校
教
育
課
長
 

　
全
て
の
小
・
中
学
校
に

は
A
E
D
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
体

育
用
と
し
て
体
育
館
に
も

設
置
し
て
い
ま
す
。
 

地籍調査が進められた山林 
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一般質問  

10
月
か
ら
の
生
活
保
護
見
直
し
に
よ
る
影
響
は
 

　
で
き
る
だ
け
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
慎
重
に
対
応
し
ま
す
 

石 野 光 市  

問
　
平
成
30
年
10
月
か
ら

生
活
保
護
見
直
し
が
実
施

さ
れ
、
低
所
得
者
向
け
の

47
事
業
で
そ
の
影
響
を
受

け
る
と
発
表
し
て
い
る
。

当
町
の
各
種
施
策
、
就
学

援
助
を
は
じ
め
、
国
保
税

や
介
護
保
険
料
な
ど
非
課

税
世
帯
の
範
囲
が
狭
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
ど
う
か
。
 

 　健
康
福
祉
課
長
 

　
国
の
制
度
で
は
各
制
度

の
目
的
や
実
態
等
を
十
分

考
慮
し
な
が
ら
、
で
き
る

限
り
そ
の
影
響
が
及
ば
な

い
よ
う
対
応
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

　
個
人
住
民
税
の
非
課
税

限
度
額
は
、
平
成
31
年
度

以
降
、
国
で
税
制
改
正
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
各
自
治
体
の
就
学
援
助

な
ど
単
独
事
業
に
つ
い
て

は
、
国
が
取
り
組
ん
で
い

る
趣
旨
を
理
解
し
、
取
り

組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

 問
　
生
活
を
守
る
と
い
う

こ
と
は
政
治
の
最
重
要
課

題
と
考
え
る
。
現
況
の
所

得
水
準
の
人
が
課
税
等
で

の
軽
減
や
支
給
対
象
か
ら

外
れ
て
い
か
な
い
よ
う
に

強
く
願
う
。
町
と
し
て
の

働
き
か
け
は
。
 

 　町
長
 

　
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と

ら
え
て
そ
う
し
た
趣
旨
の

要
望
は
伝
え
て
い
き
ま
す
。
 

学
童
保
育
園
の

学
童
保
育
園
の 

年
始
の
開
設

年
始
の
開
設 

学
童
保
育
園
の 

年
始
の
開
設 

問
　
1
月
4
日
、
5
日
の

開
設
の
要
望
を
聞
く
が
ど

う
か
。
 

 　学
校
教
育
課
長
 

　
平
成
30
年
度
に
5
年
に

1
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
う
の
で
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
 

学
童
保
育

学
童
保
育
園

 

利
用
増
の
対
応
は

利
用
増
の
対
応
は 

学
童
保
育
園

 

利
用
増
の
対
応
は 

問
　
利
用
者
数
の
増
加
へ

の
対
応
は
。
 

 　学
校
教
育
課
長
 

　
平
成
30
年
度
の
対
応
策

と
し
て
西
部
学
童
保
育
園

は
隣
接
の
福
崎
県
民
交
流

広
場
、
東
部
は
隣
接
の
田

原
県
民
交
流
広
場
の
活
用

を
考
え
て
い
ま
す
。
 

役
場
駐
車

役
場
駐
車
場

 

透
水
性
舗
装
を

透
水
性
舗
装
を 

役
場
駐
車
場

 

透
水
性
舗
装
を 

問
　
役
場
駐
車
場
の
区
画

不
足
の
た
め
、
た
び
た
び

区
画
外
の
駐
車
も
見
受
け

る
。
透
水
性
舗
装
の
実
施

と
と
も
に
区
画
増
は
で
き

な
い
か
。
 

 　総
務
課
長
 

　
多
数
の
住
民
の
方
が
出

席
さ
れ
る
会
議
は
役
場
以

外
の
施
設
を
利
用
す
る
な

ど
の
対
応
策
も
検
討
し
ま

す
。
駐
車
区
画
の
増
設
や

透
水
性
舗
装
は
状
況
を
見

極
め
て
い
き
ま
す
。
 

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ 

の
対
策
を

の
対
策
を 

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ 

の
対
策
を 

問
　
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
が

姫
路
市
北
部
の
水
田
等
で

見
ら
れ
る
と
聞
く
。
田
植

え
時
に
こ
の
貝
の
食
害
が

大
き
い
と
大
不
作
も
起
き

る
。
繁
殖
、
拡
散
の
対
策

と
し
て
啓
発
や
情
報
提
供

を
。
 

 　農
林
振
興
課
長
 

　
移
動
の
可
能
性
の
あ
る

地
域
の
農
区
長
、
営
農
組

合
等
を
対
象
に
注
意
喚
起

と
対
策
を
示
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
、
要

請
が
あ
れ
ば
説
明
会
で
説

明
し
ま
す
。
 

三
木
家
の

三
木
家
の 

企
画
充
実
を

企
画
充
実
を 

三
木
家
の 

企
画
充
実
を 

問
　
1
9
6
0
年
（
昭
和

30
年
代
半
ば
）
頃
を
境
に

町
内
で
生
活
様
式
が
大
き

く
変
わ
り
、
養
蚕
の
衰
退
、

農
業
の
機
械
化
が
進
み
、

正
月
の
餅
花
も
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
。
当
時
の
家
屋

の
よ
う
す
な
ど
の
紹
介
企

画
は
。
 

 　社
会
教
育
課
長
 

　
正
月
飾
り
の
展
示
も
企

画
の
参
考
に
し
ま
す
。
 

春休み中の東部学童保育園 
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一般質問  

小 林 　 博  

にぎわいと利用しやすい福崎駅を 

　利便施設誘致やにぎわい創出に取り組んでいます 

問
　
福
崎
駅
周
辺
整
備
も

最
終
年
度
を
迎
え
る
。
こ

こ
ま
で
進
ん
で
き
た
こ
と

に
関
係
す
る
方
々
の
協
力

と
努
力
に
感
謝
と
敬
意
を

表
し
ま
す
。
形
が
見
え
、

期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。

身
近
に
買
物
が
で
き
、
利

用
し
や
す
い
福
崎
駅
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
広

が
っ
て
い
る
。
に
ぎ
わ
い

の
創
出
等
の
取
り
組
み
は

ど
う
進
ん
で
い
る
の
か
。
 

 　技
監
 

　
利
便
性
施
設
は
用
地
の

優
遇
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

商
工
会
と
協
力
し
誘
致
に

努
め
ま
す
。
駅
は
現
跨
線

橋
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設

置
さ
れ
ま
す
。
 

 　地
域
振
興
課
長
 

　
活
性
化
と
に
ぎ
わ
い
の

創
出
に
つ
な
げ
る
よ
う
カ

ッ
パ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設

置
、
月
2
回
程
の
軽
ト
ラ

市
・
〇
〇
マ
ル
シ
ェ
等
の

実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

 　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
国
道
3
1
2
号
か
ら
駅

へ
の
ア
ク
セ
ス
性
を
図
る

た
め
福
崎
駅
田
原
線
の
都

市
計
画
道
路
法
線
の
見
直

し
を
し
ま
す
。
 

   問
　
国
保
は
低
所
得
層
が

増
え
て
い
る
。
福
崎
町
は

1
人
当
た
り
医
療
費
も
低

い
。
国
も
県
営
化
で
引
上

げ
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
と
し

て
い
る
。
予
定
税
率
は
予

算
以
上
の
値
上
げ
幅
と
も

感
じ
る
。
 

 　健
康
福
祉
課
長
 

　
県
単
位
の
計
算
と
な
り

理
解
を
得
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

 問
　
国
保
法
で
は
社
会
保

障
制
度
と
規
定
し
て
い
る
。

引
上
げ
撤
回
を
求
め
る
。
 

 　町
長
 

　
税
の
5
月
算
定
で
正
確

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

   問
　
減
反
政
策
の
終
了
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等
の
中
で
ほ

場
整
備
も
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
の
農
業

や
農
地
、
関
連
施
設
の
維

持
等
に
不
安
の
声
が
聞
か

れ
る
。
農
業
の
持
つ
多
面

的
な
役
割
か
ら
も
第
5
次

総
合
計
画
で
も
位
置
づ
け

て
い
る
。
福
崎
町
の
農
業

施
策
に
つ
い
て
柱
と
目
標

に
つ
い
て
尋
ね
る
。
 

 　農
林
振
興
課
長
 

　
農
地
集
積
や
耕
作
放
棄

地
の
減
、
ほ
場
整
備
率
等

の
目
標
数
値
が
あ
り
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
推
進

で
農
業
を
基
礎
に
地
域
の

将
来
不
安
を
解
消
し
た
い
。

担
い
手
に
農
地
の
集
約
を

図
り
経
営
安
定
対
策
の
交

付
金
を
得
る
と
と
も
に
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
た
効
率
的
な
農
業
経
営

を
目
指
し
ま
す
。
 

　
農
業
施
設
は
保
全
管
理

構
想
を
作
成
し
国
県
の
補

助
金
で
整
備
を
進
め
る
他

町
単
独
土
地
改
良
事
業
の

活
用
を
図
り
ま
す
。
 

 問
　
鳥
獣
被
害
対
策
は
国

制
度
も
活
用
し
、
猟
友
会

等
、
民
間
の
力
も
借
り
て

の
取
組
み
を
。
 

 　農
林
振
興
課
長
 

　
地
域
ぐ
る
み
の
取
組
み

を
推
進
す
る
と
と
も
に
猟

友
会
の
意
向
も
尊
重
し
て

進
め
ま
す
。
 

   問
　
曇
り
に
く
い
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
計
画
的
設
置
、

通
学
道
路
の
整
備
と
重
点

施
策
と
す
る
こ
と
を
求
め

る
。
 

 　住
民
生
活
課
長
 

　
幹
線
道
路
と
の
交
差
点

か
ら
考
慮
し
て
い
き
た
い
。
 

   問
　
ス
ポ
ー
ツ
公
園
・
町

民
グ
ラ
ン
ド
の
環
境
整
備

や
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。
 

 　社
会
教
育
課
長
 

　
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
大
雨

の
後
、
手
入
れ
を
し
ま
し

た
。
第
1
グ
ラ
ン
ド
改
修

を
最
優
先
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

農
業
問
題

農
業
問
題 

農
業
問
題 

交
通
安
全
対
策

交
通
安
全
対
策 

交
通
安
全
対
策 

教
育
施
設
整
備

教
育
施
設
整
備 

教
育
施
設
整
備 

国
保
問
題

国
保
問
題 

国
保
問
題 

スポーツ公園の活用を 

ま
る
ま
る
 



編
集
後
記
 

◆
議
会
広
報
常
任
委
員
会 

　
委
員
長
　
石
野
　
光
市 

　
副
委
員
長
　
柴
田
　
幹
夫 

　
委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦 

　
委
　
　
員
　
木
村
い
づ
み 

　
委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人 

　
委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝 

 

ふくさき議会だより第１４６号 
平成３０年５月２日　発行  
発行／兵庫県福崎町議会 
編集／議会広報常任委員会 
印刷／中井綜合印刷株式会社　　 この広報誌は再生紙を使っています。 

〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116－1 
　TEL（0790）22－0560　FAX（0790）22－2342 
ホームページ：http://www.gikai.town.fukusaki.hyogo.jp

福崎町議会へのお問い合わせ、ご意見ご要望は下記へ 

福崎町議会 で検索できます。 

　
新
し
い
年
度
を
迎
え
て
１
か
月

が
過
ぎ
、
新
生
活
に
も
少
し
ず
つ

慣
れ
て
こ
ら
れ
た
頃
と
存
じ
ま
す
。
 

　
議
会
議
員
も
改
選
か
ら
１
年
が

過
ぎ
、
福
崎
町
議
会
基
本
条
例
の

趣
旨
に
基
づ
い
た
調
和
の
と
れ
た

ま
ち
づ
く
り
に
行
政
と
共
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
福
崎
町
議
会
で
は
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
 

　
議
員
活
動
に
お
い
て
、
社
会
規

範
に
反
す
る
こ
と
な
く
活
動
す
る

こ
と
は
、
最
低
限
の
ル
ー
ル
で
す
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
議
員

に
対
す
る
要
望
・
意
見
等
も
多
様

化
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
情
報
発
信

ツ
ー
ル
へ
の
対
応
も
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
、
福
崎
町
議
会
で
は
、

要
望
・
意
見
等
の
内
容
が
法
的
に

問
題
が
な
い
か
法
律
に
関
し
て
専

門
的
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
 

　
今
後
も
、
公
平
・
公
正
な
議
員

活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

高
井
 
國
年
 

福崎町内9カ所に設置されて

いる妖怪ベンチです。福崎町

の観光振興に寄与してくれる

ことを期待しています。 

次の定例会は6月8日開会予定 次の定例会は6月8日開会予定 

　４月５日、文化センターで平成30年度「福

崎町老人大学開講式」が行われました。 

　老人大学では、月に１回、どなたでもご参

加いただける一般教養講座も開催されていま

す。興味がある方はぜひご参加ください。 

福崎妖怪ベンチ 
ウォーキングMAP


